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『蘭学家老　鷹見泉石の来翰を読む　―蘭学篇―』

本書は古河藩家老・鷹見泉石宛に送られた書翰

の中で蘭学を中心とした学術に関するものの解説

資料本である。老中・土井利位を支えた鷹見泉石

は、譜代大名の土井家の重臣として当時の政治、

文化、外交の中枢にある役人・商人・学者らとと

広く交流を持っており、泉石宛の来翰の全貌が明

らかになることは極めて有益といえ、本書はその

中心となるべきものであろう。
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